
7日圭㌢ 二組全科学における計量。数理分析の潮流   

6月号 陶然災害と防災研究   

5月彗・待ち行列理論の最近の応用   

4‖ぢ・J勘斎二統計   

3‖ぢ▲ 公益事業における規制緩和   

2軒ぢ▲ ユ．岬ザのための数理計画応用  

iJj㌔ゴ｛ 業務改革のための憤価管理：ABCとAI∋M   

乱997年（Vol可42）  

12月覧芸▲ 甘研交月三のためのOR（2）  

11朋ぢ▲ 電すマネー  

10月ぢ一 組織システム論の新たな展開   

9月号 多主体複雑系のパラダイム   

8月号＋適沌㌻情報処埋分野におけるORの実践   

7月号＋紺瀾掬1能と情報ネットワーク企業   

6fヨ号 文科系のためのOR教育   

5日号 のRの適用事例   

4片ぢ一 ビジネスプロセスの分析手法   

31j号流通の今別的課題と展望  

＊2甘号＋企漂事例一トヨタの生産システム  

1周隻豊▲ 都市構造と省エネルギー   

瓦996年（Vol。41）  

12粧号 ゲーム理論の新たな展開と最近の適用例  

1り∬【ゝゴー オプション≡哩論とその周辺   

川月号 グループウエアとワークフロー   

9月号 ピーク電力の予測   

8j＝チ 論文巾事例研究 論文。研究レポート   

7月号 統計モデル選択   

6朋㌢チ エーザのための数理計画入門   

5桐号＋知的集塵性向」蜃二   

射別号 巨大プロジェクト   

3桐号 高校生のためのOR  

＊2月号 危機管理と対策  

＊ユ月号 テクノロジー抄マネジメント   

鼠995卑（Vol．40）  

12月ぢ・Ⅱ把A事例研究  

11月号 CALS  

＊1別針号 ソフトウェア／アルゴリズムの権利保護をめぐって  

＊9月号 スキャンパネルデータを月］いたシェア予測  

祁飢卑（Vol，46）  

3周号 企業事例  
2月号 認識砂感情。意思決意  

且周号 空間データ：最近の整備動而と新たな活用  

二二、一ニー：．∴：；．・J  

12ダ瑠号 データ解析コンペティション  

ー金融マーケテイングw－  

11月号 ヒューマンエラーからのリカバリ  

Ⅲ月号 暗号は社会を変える  

9朋美㌢ こ猿適配置間題  

8周号 企業事例  

7ダ召号 次世代遠路交通システム川ITS  

6周ぢ・スケジューリングの革新的アルゴリズム  

】ラグランジュ分解め調整法－¶仙  

5月号 金融砂証券ビジネスとOR  

4月号 中堅抄中′J、企業における戦略的情報化  

3銅号＋アルゴリズム」二学  

2月号 論文。事例研究 論文由研究レポート  

1月号 経営学におけるゲーム理論と決定理論  

i999輝（Vol。掴）  

ユ2月号 少子の高齢化問題Ⅰ‡  

11月号 企業事例  

10月ぢ－ パートナリング  

9用号 少子0高齢化問題  

8周号 ソフトウェア信頼性評価法の新潮流  

7ブ』号 医療システムとOR  

6月号 サプライチェーンマネジメント  

5称号 火城的最適化  

4月号 地球環境問題，わが国の戦略  

3周号 スポーツの戦術とマネジメント  

2周号 不垂加墓業の再生と不垂加墓学への期待  

1朋号 AIまPの発展経緯と最近の話題  

温998年（Vol申43）  

12月号 データウェアハウスとデータマイニング  

11月号 企業事例  

10周号 GIS（地理情報システム）の活用事例  

9周号 BOT－巨大プロジェクト実現の組織  

8月号 季節変動のマネジメント  

＊印は品切れ。価格950円（本体922円）［Vol．424jj号カゝらは定価970円（本体924「別］  

オペレーションズ叩リサーチ   
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社団法人 日本オペレーションズ・リサーチ学会  

平成13年度 役員選出について   

平成13年度・14年度役員（会長以外の理事・監事）の選出に閲し、平成12年12月、13年1月号  

の「OR学会だより」を通じて会員各位に候補者の推薦をお願いしておりましたところ、締切日の1月  

31日までに、社員5名以上の方々により推薦されました候補者数は、会務分担毎の改選数と同数になり  

ました。従いまして無投票で、候補者全員を、評議員会の了承を経て総会に提出いたします。   

担当別の役員改選数と候補者名及び、平成13年度まで任期の継続している理事・監事名は下記の  

通りです。なお、ご参考までに候補者の略歴を添付いたします。  

選挙管理人  眞 殿  宏  

忍 田 和 良  

新役員候補者並びに次年度継続役員名簿   

非 改 選 役 員 名  

前田忠昭  

片山隆仁  

小澤正典  

川島幸之助  

小島政和  

鈴木久敏  成久洋之  山下勝比拡  

忍田和良  

改選数  候 補 者 名   

2  畑 昭彦  森 雅夫   
1 逆瀬川浩孝   

0   

1 木嶋恭一   

1  上田 徹   

1 香田正人   

1 大内 東   
1 根本忠明  

会  務  

副 会 長  

庶 務 理 事  

会 計 理 事  

研究普及理事  

編 集 理 事  

国 際 理 事  

無任所理事  

監  事  

役 員 候 補 者 略 歴  

畑 昭彦（昭和17年11月生）昭和44年武蔵工業大学経営工学科卒業、同年日本電気㈱入社、昭和  

60年同情報処理第一公共システム事業部長、平成9年同技術戦略室技術戦略統括部長、平  

成12年同政策調査部調査統括部長、現在に至る。  

OR学会関係一平成10～11年無任所理事  

森 雅夫（昭和17年8月生）昭和42年東京工業大学大学院理工学研究科修士課程修了、同年防衛大  

学校助手、昭和45年東京工業大学助手、昭和50年茨城大学工学部助教授、昭和57年東  

京工業大学工学部助教授、平成元年同教授、平成4年同大学院総合理Ⅱ学研究科担当、平  

成8年同大学院社会理工学研究科教授、現在に至る。理学博士。  

OR学会関係一昭和51～52年機関誌編集委員、昭和59～60年論文誌編集委員、昭和60  

～61年研究普及理事、昭和63年～平成元年評議員、平成5～6年編集理事、その他IAOR  

委員、表彰委員等を歴任、現在フェロー、評議員   
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逆瀬川浩孝（昭和且9年6月生）昭和舶年東京大学理学部数学科卒業、同年文部省統計数理研究所  

研究嵐昭和55年筑波大学社会工学系助教授、平成3年同教授、平成5年早稲田大学  

理工学部工業経営学科教授、平成8年同経営システム工学科教授、現在に至る。理学博士。  

⑬隠学会関係剛昭和53～54年庶務幹執昭和54～55年瓦AのR委員、昭和58～59年論文  

誌編集委凰平成3～6年機関誌編集委良平成7～8年編集理嵐平成7～且0年表彰委  

員、平成8～9年評議展、現在フェロ山  

木嶋恭一（昭和26年3月生）昭和4∂年電気通信大学卒業、昭和55年東京工業大学大学院博士課程  

修了、同年東京工業大学助手、昭和63年同大学助教授、平成8年同大学院社会理工学研  

究科教授、現在に至る。工学博士。  

の汲学会関係一昭和63年～平成3年機関誌編集委員、現在研究普及委員  

上田 徹（昭和2且年7月生）昭和46年京都大学大学院工学研究科数理工学専攻修士課程修了、同年  

日本電信電話公社（現N甘T）入社、平成7年成践大学教授、現在に至る。工学博士。  

0隠学会関係一昭和56～59年瓦AOR委員、平成8～9年機関誌編集委員、平成9～且0年  

庶務理事、現在フェロー、評議員  

番田正Å（昭和22年4月生）昭和5且年東京大学大学院工学系研究科航空学専門課程修了、同年カリ  

フォルニア工科大学研究員、昭和53年東京大学工学部助教授、昭和57年日本アイ¢ピー  

エム㈱入社、この間Ⅰ迅M駁♂．隅もsom研究所に勤務、平成且0年筑波大学社会工学系教授、  

現在に至る。工学博士。  

①殴学会関係一昭和5∂～59年研究普及委員、平成4～5年研究普及理事、平成4～7年、  

平成且0～且且年評議員、平成6～7年論文誌編集委員、平成8～9年度庶務理事、その他  

企業サロン企画委員、財政問題検討委員等歴任、現在フェロー  

大内 東（昭和20年8月生）昭和45年北海道大学大学院工学研究科博士課程修了、昭和49年北海  

道大学工学部助手、同講師咽助教授を経て、平成元年同教授、平成5年同工学研究科シス  

テム情報工学専攻教授、現在に至る。工学博士。  

0殴学会関係一平成6～7年評議員、平成8～且2年度研究普及委員、平成9～10年副支  

部長、平成且且～且2年支部長、その他研究部会主査、支部運営委員等を歴任、現在評議員  

蔵本忠明（昭和20年5月生）昭和49年慶應義塾大学大学院工学研究科博士課程修了、昭和51年青  

山学院大学理工学部実験講師、昭和62年和光大学経済学部助教授、平成8年日本大学商  

学部教授、現在に至る。   
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平成13年4月  

（社）日本オへ○レーションス中・リサづ学会  

会 員 各 位  

（社）日本れ0レうヨンス小・リサづ学会  

平成13年度第1回OR企業フォーラムのご案内   

平素は当学会の諸活動に対し格別のご支援・ご協力を賜りまことにありがとうございま  

す。お蔭様でORの諸活動は産・官・学各界にわたり、さらなる充実を目指した広範な取  

り組みが展開されつつあります。   

その一環として1987年より「OR企業サロン」を創設し実施してまいりました。これは賛  

助会員企業のトップ経営者／ミドル管理者を主な対象として、当学会から効果的な経営戦  

略の策定・実施に真に役立つようなORおよび関連領域の話題を提供し、あわせてご参加  

の皆様の交流を深めていただくことを目的とした企画であり、幸い多数の方々からご好評  

をいただいて参りました。さらに、現在は対象者を広く一般学会員にもオープンにし、「O  

R企業フォーラム」という名称のもとに活動を続けております。   

OR企業フォーラムは、講師の方の御講演をベースにOR研究の対象であるオペレーシ  

ョンそのものの理解を深め、さらに会員各位の課題解決のヒントにしていただくという趣  

旨で進めております。   

さて今日、急速に進展するIT（情報技術）革命のもと、あらゆる産業分野・生活分野でいわ  

ゆるIT化の波が押し寄せております。これらは、新たなビジネス機会を数多く生み出して  

おりますが、OR技術そのものが活用される場面がますます増大しております。   

平成13年度も、計3回の企業フォーラムを予定しています。第1回は、東京電力株式会  

社の白土副社長をゲストスピーカにお招きしました。今日、エネルギー問題、環境問題は  

ますます大きな課題となっております。特に昨今、米国で発生した電力の自由化に伴う問  

題等について、白土副社長からお話を拝聴し、今後の方向と広くORについて思いをめぐ  

らしてまいります。経営管理者層の方々をはじめ、多くの方々に奮ってご参加いただけま  

すようご案内申し上げます。  

企画・運営：「OR企業フォーラム」企画委員会   
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．て・三こ ・、・∴・‥．ご・．・－、・∴：‥パ・∵∵・．・て＼・・・・‥：料や，  

、・・・、・潅 －一二く・・；′ホ十轟・・・′・や圭・・、！  

－、  

渡来闇力線成金艦 副観晶 由蕊 應脚 既   

費 囲：昨年の夏、今年の冬、カリフォルニアの電力の自由化による輪番停電や料金の  
高騰が話題になったが、実際の電力会社における系統の運用状況から、ここに  

自由化によって参入してくる様々な電源への対応と問題点や発生してくる課題  

Ⅶ経済性と安定性など仙を紹介する。  

瑚 開催要領 鵬  一 周辺案内図ぎ ¶  

場 所：学士会館会議室320号室（神田） 州」       」  I I 
千代田区神田錦町3山望B  

馳L（03）3292℡593且  東京三菱銀行  神田税務署  

E＝二＝二  田 時：平成且3年5月30田（水）  神保町駅  学士会館  

午後6：¢0～軌5の  

（懇親会を8暗から行います）  

白 山 通 り  至竹橋  至水道橋  

如水会館  
／J＼学館  

参力田資格者：OR学会会員 参加費（無料）  
（個人正会員、学生会員、賛助会員）  

佃参劾田お申込dみの要領阿  

学士会館までの交通機関 一  

地下鉄半蔵門線、都営三田線  

都営新宿線  
参加ご希望の方は学会事務局宛にお申し込み下さい。  神保町（出口A9）徒歩1分  
なお、会場の都合により参加者を100名程度に限らせて頂きます。  
また賛助会員のご参加は各企業3名以内に限らせて頂きます。  
お申し込みは斑¶mai且にても承っておりますので、必要事項（①フォーラム  
の開催日 ②お名前③所属組織①部署名④会員種別（個人正会員、学生会員、賛助会員）  
⑤連絡先住所⑥T斑軋または既叙Ⅹ番号）をご明記のうえ、  

日本OR学会事務局（ぬ貯Ⅶm＠甜諒俳臆）  
までご一報下さい。  

（社）田本納○レ血ションス小。tjサづ学会事務局甘弧（03）3＄胤5騨335且 酌匁Ⅹ（03）3＄15－3352  

甘0：（社）田本か8レーションス小0リサーチ学会事務局FAX（03）3815－3352  

平成 年 月 日  
！、、∴●；、・こ・・：・・・．．1∴．キ  

ザ：、－；¢－しミミ‥－－：∴巨い÷二・i…ト：二．・‥∴・…‾三 ・‥一二：、こ．：－∴′・ごて十〕  

会 腰 種 別   御 氏 名   佳   所（連絡先）   

いずれかに○印をして会員   （勤務先の所属大学）   

番号を記入してください  

個人正会員巨（ ）   

（  ）   

）   甘E軋  

（  ）  

学生会展 （                     賛助会員 （   

う  罫AX  

（  ）  
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日本学術会議経営管理工学専門委員会  

第1ワ国研連シンポジウムのご案内  

統一テーマ  

琶
堆
昌
酢
備
尉
 
 

ビジネスモデル特許のゆくえ  

◇開催日時：平成13年6月15日（金曜日）  

13：20～17：40  
◇会   場：工学院大学 第5会議室（11階）   

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。日頃は当研連シンポジウムヘ甲ご支援ありがとうございます。  

このシンポジウムは、日本学術会議経営管理工学専門委貝会が、その構成メンバーである7学会の協力の下に開催  

するもので、今回はその17回目に当たります。第17回シンポジウムは、IT革命時代の”申し子’’ともいうべき  

ビジネスモデル特許をテーマにして開催致しますので、奮ってご参加いただきたくご案内申し上げます。  

国内外のIT関連企業は、インターネット関連の新ビジネスが急拡大したことに伴い、ビジネスの手法そのもの  

を知的所有権とする「ビジネスモデル特許」に対し、今後どう対応していったらよいのか焦慮し危機感を強めてい  

ます。   

すでに米国では、企業がこれを武器にしてライバルをたたく訴訟合戦が始まっており、1999年4月には米国のベ  

ンチャー企業が、プリペイドカードを使用する際のインターネットの接続方式で、日本のネット接続会社やオンラ  

イン証券会社に特許侵害の可能性を訴えています。   

ビジネスモデル特許は、製品や技術を対象にした従来の特許よりも適用範囲が格段に広いため、この対策の巧拙  

はその企業の浮沈に大きく影響するものと考えられます。しかも「ワンクリッタ特許」裁判に見られるように、特  

許の提訴から差し止めまで40日あまりという超スピード審理は、まさにビジネスモデル特許紛争の時代を印象づ  

けました。他方、同特許の問題点を認識し、有効期限の短縮を掟案し、法改正に向け業界関係者でコンセンサスを  

固めようという動きもあるようです。   

いずれにしてもベンチャー企業が、このビジネスモデル特許をテコに成功するという現実や今後の可能性を無視  

するわけにはいきません。  

このシンポジウムでは、こうした新しいビジネスモデル特許の現状、米国を中心にした内外の見通しや法改正の  

方向、わが国や企業のとるべき対応策、さらには自らのビジネスモデル特許の出願、権利化などに関する様々な問  

題点、あるいはその可能性について専門家に論じていただきます。  

共 催（順不同）  

◆日本学術会議経営管理工学専門委貝会  ◆日本学術会議経営工学研究連絡委員会  

◆（社）日本経営工学会 ◆（社）日本オペレーションズ・リサーチ学会 ◆（社）日本品質管理学会  

◆日本開発工学会  ◆日本信頼性学会  ◆研究■技術計画学会  ◆日本設備管理学会   
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．－∴：－ニ 、、  

給食司会 竹村之宏  

多摩大学経常情報学部教授  

曙関  発表テぬマ   発敦者（敬称略）  

且3：2¢悔′且3：30  久米均  

F ≠  

田本学術会議会周  

中央大学理工学部教授   

中山 宿弘  
】   

ぼジネス菟デ≠儲許とは何か  東京大学教授  

～耳管革命と知的財産権～  大学院法学。政治学研究科  

1ヰ：20一－14ニ30   ＜凋、休憩＞   

乳4；30～′且5：2¢  講演（2）  今野  浩  
ばジネスをデル特許の現状と課題  中央太学教授  

理工学部経営システム工学科  

前東京工業大学数授   

15：20一～且5ニ40   ＜ 休  憩 ＞   

i5：40・－‡6‡30  講演（3）  光基線範  
わが社のビジネスモデル特許への取り組み 株式会社東芝  

知的財産部  

デジタル著作権担当部長   

i6ニ30一～16：4¢   ＜甜り木憩＞   

且6：40～〆且ア：3の     講演（4）絵描  酒井 一弘  
田本企業におげるビジネスモデル特許戦略 酒井知財経営研究所代表  

（財）知的財産研究所評議委員  

（株）－ブヨ山前専務取締役   

17：30一－17：40  閉会の挨拶  

柳田 博明  

名古屋工業大学学長  

田本開発工学会会長   

お間食せ蒐  

第且7固研遮シンポジウムに関するお問合せは、下記の学会事務職にお願か尤遽琢。  

＜学会名＞（槻不憫）  ＜FAX＞  ＜′r E L＞  

◇田本開発工学会（∬DES）  

◇（社）田本経営工学会（JIMA）  

◇（社）田本オペレ如ションズ℡リサ如チ学会（0没SJ）  

◇（社）田本品質管理学会（JSQC）  

◇田本信頼性学会（REÅ∬）  

◇研究。菰術計商学会（∬SS㌘RM）  

◇田本設備管理学会（SOPE－∬）  

03鵬3352血6077  

03洞5馴4血580且  

03曲38且5m335且  

03伽5378血且506  

03Ⅶ5379細見235  

03叫334且叫04S且  

03－58且4出580且   

03℡3352－6087  

03－5鋸H－582t）  

n3－3815－3352  

03－537S朋且507  

03叩5379一旦393  

03岨33∠組－048且  

03－58且4－5820   
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日本学術会議経営管理工学専門委貝会  

第17回研連シンポジウム開催要項と参加申込手続き  

2001年6月15日（金）13：20～17：40   

工学院大学 第5会議室（11階）東京都新宿区西新宿1－24－2  

◇JR新宿駅 西口より徒歩5～6分  

◇地下鉄丸の内線 新宿駅下車徒歩5～6分  

◇都営大江戸線 都庁前駅下車徒歩5－6分  

◇小田急線、京王線 新宿駅より 徒歩5～6分   

資料代として4，000円（学生1，000円）いただきます。  

◇参加費は、開催当日に受付でお支払いください。  
◇講演資料は、参加者ご本人にのみ配布いたします。   

150名  

◇定員に達し次第締め切らせていただきます。  

◇定員に余裕がない場合、開催当日の参加申込は受付け出来ませんのでご了承ください。   

参加申込書に必要事項をご記入の上、下記の申込先にFaxまたは郵送でお申込み下さい。  
E－mailでお申込みの場合には、＊参加者氏名 ＊所属学会 ＊所属機関名 ＊所属部畢・役職  

名 ＊住所 ＊電話番号を明記してお申込みください。   

日本開発工学会事務局 15ト0051東京都渋谷区千駄ヶ谷5－8－2  

Tel．03－3352－6077／Fax．03－3352q6087  
［E－mail］info＠kaihatu．net ［uRL］http：／／www．kaihatu．net  

開催日時  

開催会場  

参 加 費  

定  員  

申込方法  

申 込 先  

日本学術会議経営管理工学専門委員会  

第17回研連シンポジウム参加申込書  

大学血会社等所属機閑名：   所属学会名   

連絡先住所：〒   

□一般 口学生   

参加者氏名   所属部署・役職名   TEL．   『AX．  
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会場（Ⅱ学院光学）案内図  

新禰駅西m濫り徒歩5分  

〒且63ゎ＄6アア 新宿区南新宿且血24劇2   
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